
 

 

 

 

 

「創る」こと 

校長  四  木  定  宏  

 

先週末、本校のお隣にある札幌北高校の、まだ雪

深いグラウンドが黒く染まりました。春を迎える準

備が始まったようです。昨年１２月に気象庁が発表

した今年１月からの３ヶ月予報は、「３か月間の平

均気温は全国的に平年より高い」というものでした。

蓋を開けてみると、この冬の全国の平均気温は過去

２番目に高かったようで、温暖化が進んでいるのか

もしれません。「今年は雪が少なくて楽だね！」「い

やいや、最後には帳尻が合うから、、、」とは、良く

聞かれる会話です。札幌市内の積雪深は、３月上旬

までは昨年より少ないかほぼ同じで、このまま順調

に減るかと思われましたが、１０日の降雪で今期最

深の９５cm を記録したようです。それも先週の陽気

で一気に減り、いよいよ春の足音が近づいて来たよ

うです。 

本校は１４日に中学部、１９日に小学部の卒業式

を、１８日に幼稚部の修了式を行い、１３名の卒業

生と４名の修了生が巣立ちました。皆、各学部の最

高学年にふさわしく堂々と式に臨み、子どもたちの

表情から、誇らしさとともに達成感や満足感が感ら

れました。自分の夢の実現に向けて、大きく羽ばた

いてくれることを願っています。 

さて、本校では、昨年４月から学校教育目標の改

訂に取り組んできました。学校教育目標は、学校教

育を通して育みたい子どもの姿や、目指す教育の姿

を表したものです。現在の本校の教育目標は、目指

す子ども像と目指す学校像の二本立てで、「心豊か

に伝え合う子、たくましい子、進んで学ぶ子」の育成

を目指して教育に取り組んできました。この教育目

標が制定されたのは平成２５年です。この１０年の

間に、社会は急激に変化し、多様化や情報化などが

一気に進みました。小学３年生から外国語を学習し

たり、ICT を活用した学習が当たり前になるなど、教

育の内容や方法は大きく変わりました。また、障が

い者権利条約が施行されるなど、障がい者を取り巻

く環境も大きく前進しました。このように、変化が

激しく先行きが見通しにくい社会を、子どもが自ら

の力で乗り切るためには、必要な資質・能力を確実

に身に付ける必要があります。本校においても、子

どもたちが自己有用感を持ち、自分や他者を大切に

して、周囲と関わりながら生き生きと生活するため

に、子どもに必要な資質・能力を育むための教育を

一層推進する必要があると考え、今回、学校教育目

標の改訂に踏み切りました。 

新しい学校教育目標は、「未来を切り拓くたくま

しい子どもの育成」としました。この表現には、積極

的に社会と関わりながら自らの力で自己実現を目指

し、自らの力で社会を切り拓くことができる心身と

もにたくましい子どもの姿を描いています。そして、

「学びあう、認めあう、高めあう」を目指す子どもの

姿として、「研きあう」を目指す教職員の姿として、

「つながりあう」を目指す学校の姿として、全ての

教育活動を通してこれらの実現を図り、学校教育目

標の達成を目指したいと考えました。 

今回の教育目標の改訂は、教職員によるプロジェ

クトチームを立ち上げ、全教職員の参画で進めてき

ました。校長は教育目標の「芯」のみ示して、肉付け

は先生方にお願いしました。グループワークを数回

繰り返し、子どもたちや学校にどのような姿になっ

てほしいのか、そのために教職員にはどのような姿

が求められるのかといった視点で意見を出し合いな

がら、教育目標を形にしていきました。また、今年度

設置した学校運営協議会で熟議をしたり、保護者代

表に意見を伺ったりもしました。さらには、教育目

標は子どもたちの未来の実現のためにあるので、当

事者である子どもたちの考えを聞き、教育目標を理

解してもらうことが欠かせないと考え、児童・生徒

朝会で子どもたちに説明しました。中学生からは、

「自分に誇りを持つ、自信を持つ、情熱がある、自ら

行動できる、みんなで協力するといった子どもの姿

をイメージする」といった、自分たちで考える自分

たちの姿について、意見を出してくれました。 

４月から新しい学校教育目標に基づいて、様々な

教育活動を進めることになりますが、子どもたちや

保護者の皆さん、そして地域の皆さんに、新しい学

校教育目標について説明する機会を設け、全ての方

の参画による協働体制で、本校の教育活動を力強く

進めていきたいと思います。１年間、本校の教育に

ご理解とご協力をいただきありがとうございまし

た。 
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３月１日（金）に「６年生を送る会」を行いました。今年度は、７ 名の

６ 年 生 が 卒 業 し ま す 。 下 級 生 の み ん な が 準 備 を 進 め 、 当 日 は 体 育 館 で各

学 年 の 発 表 を 通 し て 楽 し い 時 間 を 過 ご し ま し た 。 コ ロ ナ 禍 は動画のみの

発 表 で し た が 、 コ ロ ナ も 収 束 し 、 ６ 年 生 を 巻 き 込 ん だ 参 加 型 の 発 表 が増

え て 、 会 場 は 大 盛 り 上 が り で し た 。 最 後 は 、 色 紙 と フ ォ ト フ レ ー ム がプ

レ ゼ ン ト さ れ 、 ６ 年 生 か ら は 感 謝 の 言 葉 と 下 級 生 へ の エ ー ル が 送 ら れ、

中 に は 感 極 ま っ て 涙 す る 児 童 も 。 た く さ ん の 笑 顔 が 見 ら れ た 思い出に残

る会になりました。 ６年生のみなさん、 卒業おめでとうございます！  
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6 年生を送る会（小学部）  

卒業生を送る会（中学部）  

３月６日（水）に、中学部「卒業生を送る会」が行われました。今年度を締めく

くる 最後 の生徒会 行事であり 、１・２年生と 生徒会役員は 、３年生に楽しんでもら

おうと趣向を凝らし 、１ ～２ヶ月前か ら 準備を進めてきました。  

１ 年 生は 、「 正解 して 当た り前 クイ ズ！」と「箱 の中身はなんだろな？」を、２年

生は、「絵 しりとり」と「３年生 の思い出ムービー」の上映、生徒会役員は、「３ 文

字☆ 以心伝心ゲーム 」を行いました。それぞれの 出し物が 大いに盛り上がり、全員

で 楽 し い 時 間 を 過 ご す こ と が で き ま し た 。 最 後 は 在 校 生 か ら 色 紙 が 贈 呈 さ れ ま し

た。卒業生は「 僕たちのために、楽しい企画 を考えてくれてありがとう 。楽しかっ

たです。」と 感謝の気持ちを 6 人全 員が 伝 えて くれ まし た。  

３ 年 生の 笑顔 がた く さん 見ら れ、拍 手と歓声があふれた会となりました。３ 年生

のみなさん、ご卒業 おめでとうございます。在校生のみなさん、３年 生と の思い出

を胸に、 ４月からも頑張っていきましょう！  

 

【４月の主な行事日程】  

４月 ８日（月）始業式、着任式 

４月 ９日（火）入学式 

４月２６日（金）参観日、PTA 総会、 

学部説明会（小・中） 

※ 学 級 懇 談 に つ き ま し て は 、後 日 詳 細 を

お 知 ら せ し ま す 。  
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